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巻末資料４ 第三次多摩市子どもの読書活動推進計画

の取組みと成果 

 

（１） 施策項目一覧 

基本目標 施策番号 施 策 

Ⅰ 本の楽しさを子どもたち

に ～本に親しむ機会の充

実～ 

１ 本の情報提供 

２ 市立図書館・学校図書館の PR、利用指導 

３ おはなし会、イベントの充実 

４ 保護者への働きかけ 

Ⅱ いつでもどこでも本はと

もだち ～読書環境の整備

と充実～ 

５ 蔵書の充実・活用 

６ 読書コーナー・絵本コーナー等の設置、充実 

７ 学校図書館の環境整備及び機能の充実 

８ 市立図書館の整備・機能の充実 

９ 支援の必要な子どもたちへの取り組みの推進 

10 担当職員による児童サービス・ティーンズサービスの充実 

11 
学校図書館司書・司書教諭・担任等の連携による読書

活動の効果的推進 

Ⅲ みんなでつながり育てあ

う ～人材の育成、関係機

関等との協力・連携～ 

12 職員の育成・研修体制の整備・情報交換 

13 読書活動・ボランティア活動の支援 

14 図書館の相互連携と組織をむすぶネットワークづくり 

 

（２） 基本目標ごとの取組みと成果 

① 基本目標Ⅰ 本の楽しさを子どもたちに ～本に親しむ機会の充実～（施策番号１～４） 

すべての子どもたちが、本の楽しさやすばらしさに出会えることを目指し、おはなし会

や様々なイベントの開催や、図書館の利用方法の案内、ブックスタート多摩市絵本かたり

かけ事業を活用した保護者への働きかけなどの取組みを行いました。 

 

＜具体的な成果等＞ 

 特に赤ちゃんから幼児期においては、自らの意思で行動することは難しく、たくさんのも

のに五感で触れ、出会うことができるよう、周りの大人が機会を提供していくことが重要

です。そのため、定期的におはなし会などを開催し、各図書館だけで児童館、保育園など

での実施、赤ちゃんを対象とした「あかちゃんおはなし会」や季節やイベントに合わせた
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「スペシャルおはなし会」も実施しました。あかちゃんや幼児の参加は比較的多い傾向に

ありますが、小学生の参加は、減少しています。 

 毎年、小学２年生を対象に図書館訪問の受入れを実施し、図書館の利用方法を伝え

るとともに、実際に図書を借りることができるよう「利用者カード」の作成を行い、自分で

本を選び、借りる、返却することを体験できる機会となりました。小学２年生に限らず、他

学年や都立特別支援学校などの受入れも実施しました。 

 平成１４年１１月より継続して実施しているブックスタート多摩市絵本かたりかけ事業で

は、赤ちゃんへの絵本のプレゼントとともに、直接保護者に向けて、絵本を通した親子の

触れ合いの重要性について伝えることができています。 

 

② 基本目標Ⅱ いつでもどこでも本はともだち ～読書環境の整備と充実～（施策番号

5～11） 

いつでも本を手に取ることができる環境を整え、充実させることを目指し、蔵書の充実

や活用、図書館以外への絵本等の設置、図書館システムとの連携を含む学校図書館の

環境整備及び機能の充実、中央図書館建設あたっての子どもたちの利用スペースの整

備・機能の充実、保護者への情報提供を含んだ支援の必要な子どもたちへの取組みの

推進、担当職員による児童サービス・ティーンズサービスの充実などの取組みを行いまし

た。 

 

＜具体的な成果等＞ 

 蔵書の充実に向けて開架用の図書だけでなく、団体貸出用の図書、学校の調べ学習

に対応するための図書や、複本や買い替えが必要な図書購入についても積極的に進め

ることができました。また、少しずつではありますが、外国語の絵本などについても購入を

進めました。 

 図書館だけでなく、子どもたちが集まる児童館をはじめとした様々な施設等において、

図書館資料が活用できるよう団体貸出サービスの充実に取り組みました。また、市役所

本庁舎や総合福祉センター、パルテノン多摩こどもの広場オリーブなどへの蔵書の設置

を行い、広く読書に親しんでもらえる機会を設けました。 

 赤ちゃん期からの継続した読書活動を支援するため、団体貸出サービスのうち、幼稚

園・保育園・児童館・学童クラブを対象にした図書館がおすすめする「セット貸出・セレク

ト貸出」のサービス提供を新たに開始しました。来館せずに貸出・返却ができる仕組みも

構築し、運用しています。 

 学校図書館においては、市立図書館システムとの連携により、学校図書館資料と図書

館資料の相互検索のほか、学校図書館から多摩市立図書館の蔵書へ直接予約できる

仕組みを整備しました。さらに市立図書館からの貸出図書を一時的にその学校の蔵書

とし、児童・生徒、教員に向け貸し出す仕組みを構築することで、学校図書館の蔵書構成

を補うことにつながっています。 

 中央図書館新設に伴い、会話のできるフロアを設置し、子どもたちや赤ちゃん連れの

家族にも安心して利用しやすい空間を整備しました。同フロアには、授乳室や靴を脱い
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でリラックスして利用できるスペース、おはなし会専用スペースを設置、また、一部飲食

可能なスペースを設け、中高生がグループ学習にも活用しやすい環境を整備しました。 

 支援の必要な子どもたちを持つ保護者の意見を取り入れながら関係機関の協力を得

て、子育ての参考となる資料のブックリストを作成しました。また、一般的な図書の利用が

難しい方にも利用しやすい布の絵本や点字図書、LL ブックなどの資料を集めた「りんご

の棚」を全館に設置しました。 

 各図書館に児童サービス担当、ティーンズサービス担当を配置し、サービス内容に一

定の統一が生まれるよう連携しながら業務を遂行しました。特に児童サービスについて

は、全館の担当者が集まる担当者会議を定期的に開催し、様々な事柄について考え方

の統一を図りながら、サービスを推進しました。 

 

③ 基本目標Ⅲ みんなでつながり育てあう～人材の育成、関係機関等との協力・連携～

（施策番号１２～１４） 

子どもたちの読書活動の推進に向けた担い手となる人材育成を目指し、子どもたち

への読み聞かせに対応できるボランティアの育成や都内各図書館など関係機関との相

互連携の継続や市内の子どもに関わる人や組織とのネットワークづくりなどの取組みを

行いました。 

 

＜具体的な成果等＞ 

 おはなし会を実施するにあたり欠かせないおはなし会ボランティアの育成につなげるた

め、毎年、読み聞かせ講座や子どもの読書に関連する講座を実施しました。既に活動中

の方にも参考になる講座としています。実際に団体を立ち上げ図書館でおはなし会を開

催したり、学校や児童館、子どもに関わるイベントにて読み聞かせを行なったりするなど、

様々な場所で活躍しています。 

 都立図書館等で実施される研修会や他区市町村図書館との意見交換会などへ参加

し、多摩市以外の児童サービス・ティーンズサービスの事例に触れ、違いを知ることで、

新たな考え方を模索したり、改善につながる参考となることを共有したり、内部での検討

に活かしています。 

 各図書館がある地域の「子育て支援拠点ネットワーク会議」へ参加することで、異業種

間での情報交換や共有、提供を行うことができ、図書館利用につなげることができまし

た。また、子ども家庭支援センター主催の「多摩市地域子育てサポーター養成講座」の

場を活用し、子どもに関わるボランティアについての PR を実施しました。 

 市立保育園や児童館と情報交換や共有などを行い連携するとこで、家庭向けに発行

しているお便り等におはなし会などの図書館情報を掲載いただいています。 
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④ 指標の達成状況 

ア 「子どもと本を楽しんでいる」と答える保護者の割合 

 平成２９年度 目標 令和 5年度 

１歳６ケ月児健診受診

者 
９５％ ９９％ 

９１．５％※ 

３歳児健診受診者 ８８％ ９５％ 

※ 健診種別の設問設定をしていないため、まとめて算出 

 

イ 多摩市内の全認可保育園・幼稚園における団体貸出の利用率 

 平成２９年度 目標 令和６年度 団体登録完了 

認可保育園 ３３％（７／２１） ５０％ ３０％（７／２３） ７８％（１８／２３） 

幼稚園 １１％（１／９） ５０％ ２２％（２／９） ６６％（６／９） 

 

【参考】多摩市内の全児童館・学童クラブにおける団体貸出の利用率 

 令和６年度 団体登録完了 

児童館 １００％（１０／１０） １００％（１０／１０） 

学童クラブ ５９％（１７／２９） １００％（２９／２９） 

 

ウ 読書について「好き」「どちらかと言えば好き」と答える児童、生徒の割合 

（マンガ、雑誌を除く） 

 平成２４年度 平成２９年度 目標 令和６年度 

小学２年生 ９３％ ９３％ ９５％ ８９％ 

小学５年生 ８９％ ８４％ ９０％ ８０％ 

中学２年生 ７９％ ７５％ ８０％ ６９％ 

高校２年生 ― ６９％ ７５％ ４１％ 

大学生【参考】 ― ― ― ６２％ 

 

（３）  第三次多摩市子どもの読書活動推進連絡会等の開催経過 

毎年度、子どもの読書活動を推進するための取組みについて、進捗状況の報告

や情報共有、意見交換等を行うため、定期的に開催した。 

① 第三次多摩市子どもの読書活動推進連絡会（庁内課長級会議） 

年度 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

回数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ － 

② 第三次多摩市子どもの読書活動推進小・中学校連絡会（教育部、学校関係者

会議） 

年度 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

回数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ － 
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③ 第三次多摩市子どもの読書活動推進市民ボランティア連絡会（市民ボランティ

ア会議） 

年度 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

回数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

④ 第三次多摩市子どもの読書活動推進庁内連絡会（庁内係長級会議） 

年度 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

回数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ 

 

なお、令和 6年度については、第二次多摩市読書活動振興計画策定のための委員

会設置に伴い、一部の連絡会のみ開催とした。 

 


